
写真②　調査の様子

調査報告　『天覧山・多峯主山の植物』刊行に関する調査について
本 橋　綾 香
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１．はじめに
　飯能市に所在する天覧山・多峯主山は、市街
地から近い身近な里山であり、近隣小学校の教
育や住民たちの憩いの場となっている。また飯
能を代表する観光地であるとともに、多様な動
植物を残す貴重な場でもある。
　飯能市教育委員会では、市全域に生息する植
物の種類と分布を明らかにし貴重な植物を保護
するため、平成21（2009）年度から平成25（2013）
年度までの５ヵ年にわたって植物調査を実施し
た。そして、この調査結果をより広く普及・活
用するため、平成30（2018）年度から令和２

（2020）年度にかけて『天覧山・多峯主山の植物』
（以下、「普及図書」と記す）を「春編」「夏編」「秋・
冬編」の３部構成で刊行した。その際、植物の
現況を確認するため、天覧山周辺のビジターセ
ンター的機能を担う当館が調査を実施し、併せ
て執筆も担当した。
　本稿は平成30年度から令和元年度にかけて
行った当調査の結果を報告するものである。

２．天覧山・多峯主山の概要
　調査対象地である天覧山（標高197ｍ）・多峯主
山（標高271ｍ）は、埼玉県南西部の関東山地から
関東平野へ移行する途中に位置し、全域が埼玉
県自然公園条例に基づく「県立奥武蔵自然公園」の
普通地域に指定されている。
　気候帯は暖温帯に、植生は照葉樹林帯に属す
る。これは自然の遷移に従えばシイ、カシ類の林に
発達する植生である。『天覧山・多峯主山自然環境
調査報告書』によれば、現在の植生はコナラを主と
した二次林と、スギ・ヒノキの植林地に分かれてい
る。また、４ヶ所の谷地に流れる沢周辺にはヨシ
等の湿生植物が、乾燥化の進んだ場所ではススキ
等の草地が広が
り、二次林、草
地、溜め池等が
つながる里地里
山の環境を今も
残している。

３．調査方法
　調査方法は、「モニタリングサイト1000里地調
査マニュアル植物相（Ver.3.1）」で用いられている
トランセクト法とした。
　調査コースは、A諏訪沢入り、B天覧入り、C
本郷入り、D本郷・御嶽入り境、E御嶽入りの主
な５つの登山道とした（図１）。さらに植生や景観
の違いから番号をふって区分けし、その区ごと
に、目視により同定した種名を記録した。確認
した種は全体や部位の拡大などその種の特徴が
わかるように写真撮影を行った。
　調査は計21回行った（表１）。各コースで見られ
る種の全容を把握すること、季節ごとの見どころ
となる植物の
状態を撮影する
ことを目標と
し、およそ２ヵ
年にわたり四季
それぞれの調査
を重ねた。

写真①　天覧山（左上）

表１ 『天覧山・多峯主山の植物』調査一覧
　　 調査名
4月調査
5月調査
6月調査
7月調査
8月調査①
8月調査②
9月調査
10月調査
11月調査
2月調査
3月調査
4月調査
5月調査①
5月調査②
9月調査
10月調査
11月調査
12月調査
1月調査
2月調査
3月調査

　 実施日
2018/4/6
2018/5/16
2018/6/20
2018/7/18
2018/8/14
2018/8/29
2018/9/6
2018/10/17
2018/11/22
2019/2/14
2019/3/19
2019/4/16
2019/5/10
2019/5/31
2019/9/4
2019/10/4
2019/11/8
2019/12/3
2020/1/23
2020/2/18
2020/3/17

№
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

コース
B→D
B→B
B→C
B→D
B→B
A→B
B→C
B→E
B→C
B→D
A→B
B→C
B→C→B
A→B
B→B
B→C
A→B
C→B
B→A
C→B
C→A



図１　対象地の調査区図
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４．調査結果
　調査で確認できた植物は118科539種に上っ
た。詳細はＰ.37の表２のとおりである。
　なお、普及図書掲載種を除き、『埼玉県の希少
野生生物 埼玉県レッドデータブック2011 植物編』
に記載のある希少種については、保護の観点か
ら同表に掲載していない。

５．おわりに
　当調査により多くの植物が確認され、これによ
り豊かな自然を残す天覧山・多峯主山における植
物の全体像を把握することができた。また、四季
を通して花期や結実期の状態を撮影できたことに
より、普及図書を充実させることができた。
　その反面、当調査は普及図書の刊行目的の側面
が強かったため、主に登山道沿いの植物種を確認
することはできたが、周辺環境と植物相の関係や
植生の変化など、面的に把握するには不充分な調
査方法であった。また、種があるという証拠を残
すためには写真だけでは不確実な面もあり、個体
の位置情報や部位の特徴を記録に残しておく必要

があると感じた。
　今後、同様な調査を実施する際には、以上の反
省点を活かし、より有意義な調査となるよう努め
たい。また、今回の調査結果をもとに当館におけ
る植物情報の発信を、さらに魅力的で充実したも
のとしていきたい。
　最後に、普及図書の監修者であり、当調査で
もご指導をいただいた山下裕氏（日本薬科大学特
命講師・NPO法人埼玉県絶滅危惧植物種調査団
理事）に厚く御礼を申し上げます。

写真③　『天覧山・多峯主山の植物』
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表２ 調査確認種一覧
No. 種名(別称) 科名 掲載 備考

1
トウゲシバ
(ホソバトウゲシバ)

ビラワマクオ31

科ラズカノゲカヒ

2 スギナ トクサ科

有マグカキサミ33

ビラワナハノユフ3

ダシニベオオ34

有

有

ビラワナハオオ4

有ダシニベ35

トウゴクシダ36

オオイタテシダ37

有科イマンゼイマンゼ5

有ウラジロ科ウラジロ6

有カニクサ科カニクサ7

38

ダシヌイ8

ホソバナライシダ
(ナライシダ)

ダシンメウョリ39

ダシトモフ9

ダシタカハ40

有ビラワ01

デノイ41

ウソネガワイ11

デノイカスアイア42

イマンゼネガワイ21

ツテソブヤバガナ43

ウソトモノイノバオオ31

ツテソブヤ44

ウソトモノイ41

ツテソブヤマヤ45

科ダシンセャチダシオノラト51

シボラウデツミ46

ビラワメヒ61

ブノシキノ47

ビラワメヒリドミ71

有)ツマメ(ツマカア48

ダシジゲジゲ81

有ミモ49

ダシゾミ91

マキ科（イヌマキ科）キマヌイ50

ダシホ02

栽培コウヤマキ科キマヤウコ51

ダシラワヤ12

栽培有ギス52

ダシメヒ22

栽培有ヒノキ53

ダシゴシハ32

栽培有サワラ54

有ビラワネガリハ42

55

科ビラワヤウコツテソサク52

サネカズラ
(ビナンカズラ)

栽培シキミ56

科ラシガシシラシガシシ62

有センリョウ科フタリシズカ57

ザゴネノビヘ72

ドクダミ科ドクダミ58

ビラワヌイマヤ82

ウマノスズクサ59

ビラワヌイ92

有カンアオイ60

ダシケシ03

ヒノキ科

マツブサ科

メシダ科

ウマノスズクサ科

オシダ科

ヒメシダ科

ハナヤスリ科

コバノイシカグマ科

イノモトソウ科

ウラボシ科

マツ科

32 ヤマイタチシダ

ヘラオモダカ

No. 種名(別称) 科名 掲載 備考

オモダカ科 有



サクワク732 クワ科

化帰シゲナヒミガナ181

有ンマケキサラム281

183
タケニグサ
(チャンパギク)

有

有ウオノサク481

ビケア581

ビケアバツミ681

187
アオツヅラフジ
(カミエビ) 有科ジフラヅツ

培栽ンテンナ881

培栽ンテンナギライヒ981

ギメ091

有ズウメヒ191

化帰有ウソンエヒバリセ291

有ウソンニンセ391

ルヅウョシンハ491

195
コボタンヅル
(メボタンヅル)

有ウソンリニ691

有ツマラカキア791

198 ウマノアシガタ
(キンポウゲ)

有

有ンタボノネツキケ991

有ンタボノネツキ002

有ウソメノコネ102

有シサケダチ202

タシノキユ302

科ウソイケンベサグンネンマチモコ402

サグウトノリア502

外特・化帰モサフオオ602

ルヅビエ702

有シラカブヤ802

有ウドブノ902

有キノムネ012

有ラバイツケャジ112

有)ジフダノ(ジフ212

化帰ュジンエリハ312

有ウゾンカジフ412

有ギハトビスヌ512

ギハブヤ612

有ギハバルマ712

ギハマヤ812

有ウソズハヤ912

ギハコネ022

有スズメノエンドウ122

222
カラスノエンドウ
(ヤハズエンドウ)

有

223
シロツメクサ
(クローバ)

化帰

化帰有)ウソゲンレ(ゲンゲ422

有キズアルツブヤ522

226
トキリマメ
(オオバタンキリマメ)

有

有ゲササノ722

有メマブヤ822

有ズク922

科ミグミグルツ032

科キドモメウロクギナヤマク132

有科レニキヤケ232

キノクム332

キノエ432

有ラグムナカ532
アサ科

マメ科

アリノトウグサ科

ブドウ科

キンポウゲ科

科シケ

アケビ科

メギ科

ユキノシタ科

No. 種名(別称) 科名 掲載 備考

リヤノメズス711 有シヨ871

有グクメヒ811 サクゼカ971

グクシウ911 ラガシボト081

リツヤガメゴコ021

イグサ科

カヤツリグサ科
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1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

有ヤガラブア12

ラガヤキウ22

ゲスコラシ32

サクスマ42

ゲスゼア52

ソウゴ62

ゲスラワカ72

有ゲスンカメヒ82

ゲスブヤ92

有ゲスリキナ03

ゲスゲカヒ23

サクゴヒシナエ33

ゲスニオ43

ゲスサカ53

ゲスリツマタオオ63

ゲスズュジコ73

ゲスズュジ83

有バシラカチ93

有)ヤガチゲシフ(ヤガチ04

有サクササ14

有シヨサク24

)バシダト(バシダトケ34

出逸サザマク44

54
アズマザサ
（ハンノウザサ） 有※

サザネマズア64

サグカヌヤサ74

有ウポッテノメズス84

オノミズネ94

スヤリガノ05

化帰サグカヌコ15

ボカヌ25

有キスス35

キススラブア45

キススラブアオオ55

有サグナブコ65

ヤガササ75

化帰ヤカルカンケリメ85

有ロコノエンキ95

有ロコノエンキブツコ06

サグロコノエ16

有サグロコノエノキア26

ビキカヌ36

サザミヂチコ46

化帰エヒノメズスマシ56

エヒノメズス66

バシヒメコ76

バシヒメ86

バシヒメキア96

サグジモカオア07

サグジモカ17

バシヒオ27

化帰ギムヌイ37

ギナツゴチイ47

ラビタカノメズス57

化帰ラビタカノメズスオア67

カヤツリグサ科

イネ科

131 アオスゲ

イネ科

ウソナハラカ632

1 ギナツゴチイゾミ77

No. 種名(別称) 科名 掲載 備考



301
マルバスミレ
(ケマルバスミレ) 361 ヨウシュヤマゴボウ ヤマゴボウ科 有 帰化

No. 種名(別称) 科名 掲載 備考

有)オマサク(シムラカ142

ソカアコ242

有オマブヤメ442

有ギツウメゴコ542

培栽メウ642

有ラクザヌイ742

有ラクザズミワウ842

有ラクザマヤ942

有キブマヤ052

有ラバイマズア152

ラバイノハリテ252

有ゴチイユフ352

有ゴチイガニ452

255

モミジイチゴ（キイチゴ）652 有

有ゴチイサク752

有ゴチイロシワナ852

有)シロコシウ(カツマカ952

有)ミドシ(ケボサク062

ゴチイビヘブヤ162

有ゴチイビヘ262

有ゴチイビヘオ362

有リグチツバツミ462

有ウソンコイダ562

有ウコモレワ662

有キヒズミンキ762

有キヒズミンキメヒ862

有リク962

有ギヌク072

有ラナコ172

有シカラア272

有シカラシ372

有イジダス472

デシマク572

有デシヌイ672

有デシカア772

有キノンハマヤケ872

有リウスラカ972

有リウメズス082

有ルヅャチマア182

有ミユマ382

ナバリツ482

キドモメウルツ582

有ミバタカ682

化帰ミバタカチタッオ782

化帰ミバタカキサラム882

化帰有ミバタカモイ982

有ワシガメカア092

化帰ウソキシニオオ192

化帰ウソキシニコ292

イダウトカタ392

科ウソンカミコウソンカミコ492

科ギナヤギナヤバルマ592

有レミスケアリア692

有レミス792

レミスメヒ892

有ゾウコメヒ832

レミスジノ992

ワグマヤ932

レミスコ003

ズミオア042

ニシキギ科

カタバミ科

トウダイグサ科

スミレ科

クワ科

ブナ科

カバノキ科

ウリ科

バラ科

イラクサ科
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243

No. 種名(別称) 科名 掲載 備考

282

有レミスノキマ203

レミストモフ303

304 アメリカスミレサイシン 帰化

305 ナガバノスミレサイシン 有

有レミスイオア603

有レミスボツチタ703

有レミスボツチタイオニ803

309
ツボスミレ
(ニョイスミレ)

有

有リギトオケコ013

有ウソリギトオ113

有科ウソロウフコウョシノンゲ213

有ウソマタズミ313

化帰ウョシゲウユ413

有デタジウョチ513

有科ギツウバツミイズンゴ613

有科シブキシブキ713

有デルヌ813

有シルウマヤ913

ジミモオオ023

有デエカハロイ123

有デエカリウ223

デエカヤタイ323

デエカウコンエ423

キノチト523

有ウソゼカツマ623

ウョシンザスラカ723

ウョシンザヌイ823

ウョシンサ923

培栽ズユ033

331 センダン センダン科 栽培

科イオアマゴノスラカ233

ナズナ333

化帰ナズナイバングメマ433

有シラガヌイ533

ウソンロンコバルマ633

337
オオバタネツケバナ
(ヤマタネツケバナ)

化帰有ナバケツネタチミ833

有ナバケツネタ933

有)ポンカス(バイス043

化帰シギシギノゾエ143

有キヒズミ243

343
ママコノシリヌグイ
(トゲソバ)

有

有バソゾミ443

有ミカツギナウノキア543

有サグネノヤ643

デタヌイオオ743

有デタラクサ348

有デタクトンボ349

有)デタブヤ(デタナハ350

351 有

有リドタイ253

有サクメツ353

有ベコハシウ453

化帰有サグナミミダンラオ553

有サグナミミ653

有ベコハコ753

有ベコハリドミ853

有マスフノミノ953

360
イノコヅチ
(ヒカゲイノコヅチ)

有科ユヒ

スミレ科

アブラナ科

タデ科

ナデシコ科

ウルシ科

ムクロジ科

ミカン科

科ウソリギトオ

アカバナ科

イヌタデ(アカノマンマ）

ヤブマオ

ナガバモミジイチゴ

コマユミ



有ウソビクンガ184

有ギサク124

有サグコハハ284

有ウソンラキ224

サグコチチ384

有エトヒニウュジ324

化帰サグコチチロジラウ484

有ウソミナツタカオ424

化帰キドモサグコチチ584

ミナツタノバコ524

マグハバワシカ684

有カッハマヤ624

有キウボヤウコ784

有ウソラムタノキア724

有キウボヤウコノバガナ884

ュジウコヌイ824

ソジメヒ924

有ソジメヒゲラシ034

有ナバウト134

有ナバウトヌイ234

有シオドキカ334

有ザノケトホ434

化帰有ウソコリドオメヒ534

有ゼハワキト634

有ケゴギサキサラム734

ウソクドエハバガナ834

有ウソクドエハ934

有ルセギンバンナ044

有ギモヨキヒオオ144

有ウソログハ244

有ゴマノネツキ344

有科ダカイナハダカイナハ444

キドモメウ544

ダハオア644

有ゲツヌイ744

培栽有キノチモ844

ンジンニルツ944

有ンジンニネガリツ054

有ロクブルタホ154

化帰ミモナオオオ254

化帰サクタブ354

ギモヨ454

ミモナメコ554

化帰有サグンダンセコ654

化帰有サグンダンセカリメア754

化帰クギメダキハ854

出逸モイクキ954

キフ064

キブノ164

462 オオキンケイギク 有※ 逸出・特外

化帰クギロボノ364

有サガレブヤ464

化帰有クギロボナバニベ564

化帰クギノチレアオオ664

化帰ウソチダワアカタイセ764

有ウソンリキノキア864

化帰有ンオョジメヒ964

有クギマヤラシ074

化帰クギキウホハロヒ174

クギンコノ274

ナメヨロシ374

化帰有ンオジルハ474

化帰ギモヨシカムメヒ574

有クギガウユ674

ナメヨウトンカ774

有ウソンブウュシ874

コバタブヤ974

有ウソビクンガジサ084

シソ科

キク科

キキョウ科

サギゴケ科

ハエドクソウ科

ハマウツボ科

キツネノマゴ科

モチノキ科

科ウソロクザウソロクザ263

科ユヒリベスユヒリベス363

有ギツウバルマ563

有ギツウ663

有イサジアコ763

有ギツウクガ863

有キカサヒ073

培栽有キカサ173

有ジウコブヤ273

出逸有ウョリンマ373

有ビスナコ473

有オノラトマヌ573

有オノラトカオ673

出逸有キノャチ773

有キバツブヤ873

有科キノイハギタフワサ973

有科キノゴエキノゴエ083

出逸科ビタタマビタタマニオ183

有科ブウョリブウョリ283

有ウソクヤチイ383

有ウソウョリンギ483

ゼハツナ583

有キジネ683

有ビセア783

有ジツツカイバ883

有ジツツマヤ983

有ジツツバツミ093

有ネカア293

有ラグムエヤ393

ラグムバツヨ493

有サグカシハ593

有ラズカソクヘ693

有ウドンリルツ793

有リブンセ893

有ラズカカイテ993

モイガガ004

有ルヅメモカノバコ104

有科オガルヒオガルヒ204

化帰ビスナルワ404

有ゴウョジリドヨヒ504

有シロホノバルマ604

化帰キズオホヌイカリメア704

有ウソリルマヤ804

ナバイナハ904

有サグリウュキ014

チモミズネ214

培栽チモミズネウト314

有キノタボイ414

化帰有リグフノヌイチタ514

化帰有リグフノヌイオオ614

有コバオオ714

化帰有コバオオミボツ814

有キサラムブヤ914

有ブキシキサラム024

オオバコ科

シソ科

ツツジ科

リンドウ科

キョウチクトウ科

ナス科

ムラサキ科

モクセイ科

ツバキ科

アカネ科

アジサイ科

科キカサ

サクラソウ科

No. 種名(別称) 科名 掲載 備考
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364 ミズキ ミズキ科 有

369 ツリフネソウ ツリフネソウ科 有

391 アオキ アオキ科 有

403 クコ

No. 種名(別称) 科名 掲載 備考

411 マルバアオダモ



No. 種名(別称) 科名 掲載 備考 No. 種名(別称) 科名 掲載 備考

有マグハウコッキ984

有ナバリドヨヒ094

有ラケオ194

有ミザアネツキ294

化帰ミザアニオカリメア394

有ミザアノ494

有ミザアラハノ594

ミザアネト694

コラビタニオコ794

コラビタブヤ894

化帰有ポポンタウヨイセ994

有ポポンタナバロシ005

有ポポンタウトンカ105

化帰有ナタブ205

ナガニキサラム305

有シゲノノキア405

リバシヂ505

有リバシヂオオ605

有ナガニ705

有)シゲノノルハ(シゲノ805

化帰有シゲノニオ905

有ウソシクヤ015

有コラビタニオ115

コラビタニオオア215

コラビタニオカア315

サグメドチ415

メドチオオ515

キノラタ615

タヅキ715

出逸有デツヤ815

有リギリハ915

有バツミノマウ025

有ミラジブヤオ125

有リセ325

有バツミ425

ンジンニブヤ525

有ケダノ625

リゼマヤ725

有コトワニ825

リマデブヤ925

有メゾウヨコトオ035

有ミズマガノバコ135

ミズマガマヤミ235

有ミズマガ335

有ラズカイス435

有ラグカスイグウマヤ535

有ラグカスイグウマヤミ635

有ラグカスイグウ735

有ギツウネバクツ835

有シエコトオ935

キク科 セリ科

ウコギ科

ウコギ科

ガマズミ科

スイカズラ科

・  種名及び科名、配列、備考は『改定新版 フィールドで使える 図説 植物検索ハンドブック【埼玉2998種類】』に準じた。ただし№70、145、511の

　名称は『1998年版 埼玉県植物誌』の記載名に準じた。また、No.53の備考は『飯能県民休養地自然環境調査報告書』に準じた。なお、No.70、323、

　511の種名は総称である。

・  備考欄の「帰化」は帰化植物(外来植物)、「特外」は特定外来生物、「栽培」は植栽・園芸品等、「逸出」は逸出植物（国内に分布する栽培植物の野生化）

　を示す。なお、特定外来生物に関しては環境省のWebサイト「特定外来生物等一覧」に準じた。

・  「掲載」欄は普及図書への掲載の有無を示した。なお、コラムとして掲載したものには※を付した。

《参考文献など》
●自治体刊行物・書籍
・埼玉県環境生活部自然保護課『飯能県民休養地自然環境
　調査報告書』平成10（1998）年
・埼玉県環境部自然環境課『埼玉県の希少野生生物  埼玉県
　レッドデータブック2011　植物編』平成24（2012）年
・埼玉県教育委員会『1998年版埼玉県植物誌』平成10（1998）年
・天覧山・多峯主山の自然を守る会『天覧山・多峯主山自然
　環境調査報告書』平成13（2001）年
・NPO法人埼玉県絶滅危惧植物種調査団『改定新版 フィー
　ルドで使える図説 植物検索ハンドブック【埼玉2998種類】』
　令和２（2020）年 さきたま出版会

●ホームページ

・日本自然保護協会ホームページ「植物相調査マニュアル（Ver.3.1）」
　(https://www.nacsj.or.jp/official/wp-content/uploads/2017/06/plant_manual_3_1.pdf）
・環境省ホームページ「特定外来生物等一覧」(https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/list.html）

※ホームページのアドレスは令和３（2021）年２月時点

－ 41 －

写真④　ヤマツツジ

522 セントウソウ


